
タブレット端末の持ち帰りが支える個別最適な学びと協働学習

令和4年度「ふくしま『未来の教室』授業充実事業 いわき地区研究授業公開 12月9日（金）

い
わ
き
市
立
夏
井
小
学
校



１ 端末持ち帰りで広がる活用例

２ 端末持ち帰りのメリット

３ 端末持ち帰りで心配されること

４ まとめ

～持ち帰りが支える個別最適な学びと協働学習～

タブレット端末の持ち帰りが支える個別最適な学びと協働学習



１ 持ち帰りで広がる活用例

授業と家庭学習で仕上げたプレゼン

家庭とつなぐオンライン授業（児童の回答）



１ 持ち帰りで広がる活用例
（1）連絡帳、学年だより（動画付）



１ 持ち帰りで広がる活用例
（1）連絡帳、学年だより（動画付）

オクリンクのBOXを活用する



１ 持ち帰りで広がる活用例
（1）連絡帳（課題：図工の作品を家の人にみせてくる）

児童の作品（題名とコメント）

オクリンクを
使って友達や保
護者に作品に対
するコメントを
もらう。

鑑賞の授業で友達からコメント
をもらった。（２と３のタブ）



１ 持ち帰りで広がる活用例
（1）連絡帳（図工の作品を家の人にみせてくる）

作品を見た保護者からのメッセージ

オクリンクを使っ
て保護者に作品に対
するコメントをもら
う。

家庭に持ち帰り保護者からコメントをもらった。（４のタブ）



（２）音読・演奏
アプリを使用して活用する



（２）音読・演奏（超簡単でやるき倍増！）



（２）音読・演奏（超簡単でやるき倍増！）



（３）自主学習
（個別の課題で主体性アップ）



（３）自主学習 ※写真1枚添付と文章
（個別の課題で主体性アップ）



（３）自主学習（友達の取り組みを参考に）



（４）新聞やプレゼンづくり（同時編集）
学校での作業を行う。（チャット機能の使用、係分担について）

学校での作業の後、自宅で継続して作成する。

複数人での作業を行う。

作業終了後、チャット機能の使用して（喜びを分かち合う）

※最良の使い方の一つの形



（４）新聞やプレゼンづくり（同時編集）
不都合な点として（対処方法がわからなくなる）

作業中に編集方法が分からない（縦書き、横書きの切り替え）

（文字変換がうまくいかない、止まってしまうなど）

作業しながら、なんとなく乗り越えてきた。

チャットで連絡事項や必要な情報
を書き込んでおく。グループのメ
ンバーは好きな時間に入って、
チャットを読み、それを参考に作
業を進めることができる。

チャットの使用

チャットで使用する言葉は、授業で使う言葉
を意識させる。（暴言等の抑制）



（５）ポスター作り（委員会活動）

ポスター作り（単独編集）

委員会で使用するポスターを自宅で作成。

これまで使ってきた画像を用いて、テンプレートを使用して

短時間で作成できた。



（６）ビデオ編集（委員会活動）

インタビュー録画（単独編集）

委員会で録画した動画を学校や自宅で編集。

テロップや効果音などを入れて編集できた。



データの共有（ワンポイント）
「2年生以上のチーム」を作る。（全児童、教職員をメンバーに追加する）
※1年生は1年担任の端末で共有する。

委員会が作った動画、行事（プール開き、学習発表会等）のプレゼン
→PDFにして「投稿」すると手軽に見ることができる。



２ タブレットの持ち帰りのメリット



２ タブレットの持ち帰りのメリット１

学校で学習したことを家庭に帰ってから、じっくり取り組む
ことができる。また、家庭での成果をタブレット内で共有、交
流できる。（学習の連続性、時間の確保、発展深化、相手を意
識した発信型の学習など）

具体例：

委員会のポスター作り、

楽器演奏の動画記録、

集会活動のプレゼンの

仕上げなど



タブレットの持ち帰りのメリット２
新型コロナウイルス感染者や濃厚接触者の対応（オンライン授業）

特別な支援が必要な児童生徒への対応

その他何らかの理由で登校できない児童生徒への対応

不登校児童生徒の対応



タブレットの持ち帰りのメリット（番外編）

〇学校職員が自宅と学校をつないで「オンラインで授業」を実施する。

〇「教育相談等」を自宅（職員）と学校・家庭等をつないで実施する。

※あくまでも緊急の場合で、該当職員の健康状態が良好な場合に限る。

加えて事前に学校職員と保護者へ連絡。両者の承諾を得てから実施可能

◎学校職員間の柔軟な連携と事前の準備（接続テスト等）が必須です。

学校職員が新型コロナ感染（濃厚接触）の影響で出勤できない場合

大幅な予定変更の回避、保護者との信頼関係維持



３ 端末の持ち帰りで心配されること

（1）承諾書、使用の手引きの整備

市町村 → 自校化

（2）児童のネットトラブル「手引きを守る」が原則

→ その都度子どもたちと話し合って解決して

いくことが原則（授業と同じ意識を持たせる）

（3）家庭のWi-Fi環境の整備不備と通信料

→ 市町村との連携 ※ポケットWi-Fi

・通信料の保護者負担の理解を進める



３ 端末の持ち帰りで心配されること

（4）充電と充電アクセサリーの管理

（5）破損、故障の対応（ソフトケース）

・１００円ショップで購入（学校、個人）

（6）健康被害（視力、姿勢、依存症等）

端末、モニターを見る姿勢？

※使用制限

小学生21時まで（市）

１００円ショップで購入したソフトケース



（7）端末持ち帰りの理解→保護者への啓発→信頼構築へ

※出席停止等の児童の学習機会の確保

（児童の健康状態、保護者の承諾の上で）

（8）持ち帰る頻度 「初めは平日も持ち帰ってつないでみる」

慣れてきたら教育課程等を

意識し見通しを持って持ち帰る

→「週末は原則持ち帰る」へ

３ 端末の持ち帰りで心配されること

放課後に接続可能な児童とオンライン会議を複数回繰り返す
「みんなの宝物をもってきてみせてくれる？」



３ 端末の持ち帰りで心配されること

（9）計画的な持ち帰りの在り方

①最初は高学年から始め、徐々に下学年へ

6年生→5年生→4年生→3年生→2年生へ

②２～3週間かけてWi-Fi接続の確認をじっくり

進める

家庭での端末接続状況の確認作業

指導者の操作スキル向上
放課後に接続可能な児童とオンライン会議を複数回繰り返す
（複数日設定して、都合のよい日（放課後）につなぐ）



４ まとめ

（1）時間の確保（放課後、家庭学習、週末）

（2）課題に取り組む主体性を育む 録画録音

仕上がりの美しさ 文字を書くこと等が苦手

でも大丈夫（特別な支援が必要な児童等）

授業との連続性、仲間との作業共有、相手意識

～持ち帰りが支える個別最適な学びと協働学習～



４ まとめ

（3）学習機会の確保と連携の広がり

①新型コロナ感染の影響による出席停止者等の

学習機会の確保、不登校児童の対応等）

②保護者との連携ツール（連絡帳、動画配信等）

休んでいてもつながっているという

安心感がある 信頼の構築・維持

～持ち帰りが支える個別最適な学びと協働学習～

保護者からのコメント



いわき市立夏井小学校
よりよい学習指導、よりよい環境整備にむけて研修を継続し
てまいります。ご意見ご感想をお待ちしております。


